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新機能
Oracle DIVAnet 2.0 は、より多くのサイト、要求、接続、オブジェクトをサポート
する新しいアーキテクチャーに基づいて構築されています。DIVAnet 2.0 は、構成
と管理のしやすさおよび柔軟性が改善され、エラー処理能力と API の汎用性が向上
しています。強力な要求モニタリングと資産検索能力を備えた新しいユーザーイン
タフェースと、より単純で柔軟性の高い調整、コピー、削除プロセスが使用されま
す。DIVAnet は複数の Oracle DIVArchive サイトを検索して、アーカイブされたオブ
ジェクトが存在する場所を見つけることができ、コンテンツをサイトからサイトに
移動できます。

DIVAnet 2.0 の具体的な改善点については、次のセクションを参照してください。

• 構成しやすさの改善

• 管理しやすさの改善

• DIVAnet UI の改善

• API 機能の改善

• スケーラビリティーの改善

構成しやすさの改善

• 特定の DIVAnet トポロジまたは番号付きソリューションは不要。

• 新しいデフォルトオプションにより、構成ファイルを簡単に変更および理解でき
る。
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• DIVAnet が最善のワークフローを選択して適用する。ユーザーは構成するメッ
セージプロセッサの選択で立ち往生することがない。

• 新しい DIVAnet コピーコマンドは、特別なコピー機能を実現するための SPM お
よび DFM の構成に代わるコマンドとなる。

• 拡張された復元コマンドが、構成されたパラメータおよびその他の条件に基づい
てコンテンツを取得する方法を決定する。

• ワークフロープロファイルによって、接続されたアプリケーションおよびユー
ザーのグループに対して異なる設定、タイムアウト、API メッセージを構成でき
る。

• 新しいアクセスルール構成ファイル。

管理しやすさの改善

• DIVAnetUI 呼び出しと GetRequestInfo() 呼び出しのエラーメッセージの強化。

• DIVAnet が要求に対してどのように、いつ、なぜ、何を実行したかを表示する。

• DIVAnet を管理およびモニターするための新しい DivanetAdmin アプリケーショ
ン。

• 再ロード可能なパラメータ (アクセスルールを含む) により、DIVAnet を停止しな
くてもパラメータの変更が可能。

• DIVAnet 経由でリモート DIVArchive システムにメッセージを直接送信するための
新しい直接モード。

• DIVAnet データベース全体を再初期化せずにサイトを別々に再同期。

• すべてのサイトの資産データベース同期のステータスを取得。

• DIVArchive から同期されるオブジェクト情報の増加 (ファイルサイズ、バイト単
位のオブジェクトサイズ、ストレージ計画など)。

• メッセージタイプごとに API 要求を一時的に無効化。

• 個々の DIVArchive Manager 向けの要求のシャットダウンまたは抑制。

• 改善されたトレースロギング。

DIVAnet UI の改善

• 機能が豊富でわかりやすい最新の UI。

• REST Web サービスを介して DIVAnet とインタフェースすることで、直接データ
ベース接続またはマネージャーソケット接続に依存しない。

• 画面数、クリック数、およびポップアップウィンドウの削減。
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• ダブルクリックによるすばやいクリップボードコピー機能。

• 柔軟な要求フィルタ機能。

• 必要に応じてライブアップデートを抑制。

• 強力なオブジェクトフィルタリング、ソート、検索機能。

• 1 つのサイトから別のサイトに資産をコピーできる内蔵コピーコマンド。

• オブジェクトについて処理中の要求 (アクティブ要求) の表示。

• ファイルサイズやストレージ計画などの拡張情報の表示。

• オブジェクトベースで最後に検証された日付 (最後に成功したチェックサムの日
付) の表示。

• 長いコメントフィールドとファイルパスの表示をサポート。

• 1 つのサイトのオブジェクトが別のサイトのオブジェクトと異なる場合のユー
ザーへの通知 (チェックサムベースではない)。

• UI 内の削除コマンドが、サイト削除とグローバル削除をサポート。

API 機能の改善

• ローカルの Manager、DR Manager、または WAN ネットワークが停止しても要求
を受け入れてキューに入れることが可能。

• 新しいサイト間コピーコマンド。

• オブジェクトコマンドは、オブジェクトをアーカイブまたはコピーした直後に発
行されても失敗しないため、優れた DbSync ワークフローを実現。

• オブジェクトのコピーおよび削除を継続的に再試行可能。

• 同じオブジェクトを同時に複数復元することが可能。

• すべてのコンテンツ要求を正しくキャンセル可能。

• ローカルで外部化されたオブジェクトのリモート復元ワークフローをすべてサ
ポート。

• 任意のローカルソースおよび接続先から Oracle 部分ファイル復元をリモートで実
行でき、部分的に復元されたコンテンツのみを転送。

• DIVAnet にすでにアーカイブされた (ただしターゲット DIVA に必ずしも存在しな
い) オブジェクトを適切に拒否。

• getFilesAndFolders および情報コマンド処理が改善され、大量のファイルを使用す
る場合の信頼性が向上。
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• 特定のサイトでのすべてのオブジェクトインスタンスを削除する機能 (グローバル
削除およびインスタンス削除に追加)。

• 削除要求により、選択されたオブジェクトのコピー操作を取り消す。

• 特定のインスタンスにロックされることなく復元のソースサイトを選択する。

• 特定のワークフローでサポートされない API コマンドを拒否するようにシステム
を構成する。

• アクセスルールが強力な包含 (Include) ルールおよび除外 (Exclude) ルールと柔軟な
ルールセットおよびデフォルトを備える。

• ソースおよびターゲットサイト名をアクセスルールで確認でき、ルールは再試行
ごとに再チェックされる。

スケーラビリティーの改善

• コマンドおよびワークフローが 2 つのサイトに限定されない。

• リアルタイムパフォーマンスの改善により、ポーリングおよびバッチ処理の遅延
が顕著に縮小。

• DIVAnet が処理できる要求の数が増加。

• マネージャーに送信される要求を DIVAnet がキューに入れて抑制することが可能
(すべてのコマンドについて)。

• すべてのコンテンツ要求が優先 DIVAnet 要求であるため、DIVA サイトが停止し
ても要求をログに記録して表示することが可能。

• DIVAnet が突然停止したときに要求を回復可能 (完了または失敗したワークフ
ロー)。

• サイトごとにサポートされる API 接続の数が増加 (特にサイトの数が 3 つを超え
る場合)。

• マネージャーソケット接続についての接続回復および再接続戦略の改善。

• データベース同期パフォーマンスの高速化:

◦ 変更内容の同期: 数秒 (以前は 30 - 120 秒)

◦ 100 万件のレコードの初期データベース同期: 2 - 4 時間 (標準)

• DIVAnet データベース内のデータの一貫性と精度の向上 - 同期エラーが少なく再
同期の必要性が少ない。

• API クライアントのポーリング速度が非常に大きい場合にパフォーマンスが拡張
可能で予測可能 (特に GetRequestInfo() の利用時)。
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要件

DIVAnet 2.0 はすべてのサイトで DIVArchive 7.3.1 (最小) が必要です。

DIVAnet のインストール

DIVAnet 2.0 は DIVArchive 7.3.1 と符号します。DIVAnet 2.0 は DIVArchive と無関係
にリリースレベルが付けられ、別のインストーラがあります。

注記:

DIVAnet 2.0 は以前の (レガシーの) DIVAnet リリースとは異なる方法で構成されているため、
当座の代替品ではありません。DIVAnet は以前 DIVArchive インストーラでは Access Gateway
と呼ばれていました。

DIVAnet 2.0 をインストールするには、OTN の『Oracle DIVAnet ガイド』を参照して
ください。

DIVAnet の構成

新しい DIVAnet サービス (ClientAdapter、ManagerAdapter、DbSync) は Access
Gateway および Proxy コンポーネントを置換します。これらのサービス
は、DIVArchive システムのグループを、1 つの統一 DIVA システムのように動作さ
せるように DIVA API メッセージを処理します。

注記:

これらのサービスの構成ファイルは Access Gateway および Proxy 構成ファイルと互換性があり
ません。

DIVAnet 2.0 を構成するには、OTN の『Oracle DIVAnet ガイド』を参照してくださ
い。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の
Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を
参照してください。

Oracle Support へのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービス
を提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
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ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものと
し、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合も
しくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、
複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはでき
ません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のた
めに法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたし
かねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフ
トウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software,
any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are
"commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-
specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the
programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or
documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights
are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために
開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション (人的傷
害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む) への用途を目的として開発されていません。こ
のソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するため
に、適切な安全装置、バックアップ、冗長性 (redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任
となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起
因して損害が発生しても、Oracle Corporation およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

Oracle および Java はオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の
商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeon は、Intel Corporation の商標または登録商標です。すべての SPARC の商標はライセ
ンスをもとに使用し、SPARC International, Inc. の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMD ロ
ゴ、AMD Opteron ロゴは、Advanced Micro Devices, Inc. の商標または登録商標です。UNIX は、The
Open Group の登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービ
スへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様と Oracle
Corporation との間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporation およびその関連会社
は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしませ
ん。適用されるお客様と Oracle Corporation との間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporation
およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、
費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。
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